
①
各
部
の
活
動

各
部
と
も
予
定
通
り
、
楽
し
く
実
行

し
会
員
の
親
睦
を
図
っ
た
。

②

旅
行
会
＆
工
場
見
学
会

本
年
度
は
、
日
産
栃
木
工
場
を
計
画

し
た
が
、
一
般
見
学
受
け
入
れ
を
し
て

い
な
い
為
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

③
忘
年
会
・
新
年
会

12
・
4
～
5

今
回
も
Ｇ
ゴ
ル
フ
大

会
を
行
い
、
そ
の
後
日
光
市
内
に
て

忘
年
会
を
実
施
し
た
。

14
名
参
加

④
労
働
組
合
と
の
交
流

4
・
27

第
90
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大

会

宇
都
宮

長
尾
出
席

4
・
28

第
90
回
メ
ー
デ
ー
な
ん
た

い
地
協

今
市
文
化
会
館

薄
井
会
長
他

10
・
8

古
河
労
組
日
光
支
部

定
期
大
会薄

井
会
長
出
席

11
・
30

な
ん
た
い
地
協
第
７
回

年
次
総
会

鹿
沼
・
福
田
屋

薄
井
会
長
出
席

１
・
25

な
ん
た
い
地
協

新
春
の
つ
ど
い

今
市
・
あ
さ
の

中
村
事
務
局
長
出
席

⑤
会
社
幹
部
と
の
意
見
交
換
会

7
・
8

会
社
幹
部
と
の
意
見
交
換

会
及
び
懇
親
会
を
行
っ
た
。

⑥
行
事
企
画
部

行
事
参
加
者
拡
大
に
向
け
て
種
々
検

討
し
た
。
今
年
度
の
旅
行
会
は
参
加
者

少
数
の
為
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
忘

年
会
は
場
所
を
変
え
て
実
施
で
き
た
。

和
楽
踊
り
に
は
「
お
休
み
処
」
を
設

け
、
会
員
の
接
待
や
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
し
た
。
39
名
来
場

7
・
27

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
、
本
年
度
は
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
９
名
で
登
録
し
た
が
、
天
候

不
良
の
た
め
中
止

⑦
女
性
部
の
組
織
強
化

女
性
部
も
独
自
の
活
動
を
行
う
中
で

組
織
強
化
を
図
っ
た
。

⑧

会
員
と
の
連
携
強
化

今
年
度
末
の
会
員
数
は
１
割
ほ
ど
、

昨
年
度
よ
り
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

な
ん
た
い
地
協(

労
組)

の
支
援
に
よ

り
、
退
職
者
の
新
規
加
入
が
促
進
さ
れ

る
反
面
、
新
規
入
会
者
の
次
年
度
継
続

率
が
50
％
と
低
迷
し
て
い
る
事
は
、
今

後
の
組
織
運
営
の
課
題
で
あ
る
。

⑨

選
挙
活
動

県
議
会
議
員
選
・
参
議
院
選
に
協
力

⑩
「
日
精
会
た
よ
り
」
の
発
行

164
号
4
月

定
期
総
会
資
料

(

30
年
度)

165
号
7
月

定
期
総
会
結
果
、
諸
行
事

及
び
各
部
前
期
活
動
結
果

166
号
10
月

懐
か
し
い
写
真
館
及
び
各

部
の
後
期
予
定

167
号
１
月

新
年
の
ご
挨
拶
及
び
各
部

後
期
活
動
結
果

☆
ゴ
ル
フ
部

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

5
・
30

13
名
参
加

10
・
10

12
名
参
加

☆
Ｇ
ゴ
ル
フ
部

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

5
・
22

30
名
参
加

10
・
23

13
名
参
加

☆
将
棋
部

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

6
・
9

9
名
参
加

9
・
1

8
名
参
加

12
・
1

9
名
参
加

☆
囲
碁
部

南
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

6
・
7

5
名
参
加

11
・
8

5
名
参
加

☆
カ
ラ
オ
ケ
部

今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

6
・
7

11
名
参
加

11
・
8

8
名
参
加

☆
歩
こ
う
か
い
部

6
・
4

信

州
・
上
高
地

37
名
参
加

10
・

16

赤
城
山
大
沼
と

赤
城
自
然
公
園

37
名
参
加

☆
女
性
部

4
・
12

お
花
見(

田
母
沢
御
用
邸

記
念
公
園)

＆
ラ
ン
チ

12
名
参
加

10
・
29

も
み
じ
狩
り(

霧
降)

＆

ラ
ン
チ

13
名
参
加

１ 日精会たより №１６８ ２０２０年(令和2年) ４月

①

幹
事
の
派
遣

県
退
連
本
部
に
幹
事
を
派
遣
し
、
県
退
連
主
催
の
行
事
に
積
極
的
に
参
画
し
た
。

②
各
種
活
動
へ
の
参
加

5
・
27

県
退
連
・
渡
良
瀬
遊
水
池

3
名
参
加

10
・
29

定
期
総
会

ニ
ュ
ー
み
く
ら

4
名
出
席

１
・
21

新
春
の
つ
ど
い

ニ
ュ
ー
み
く
ら

3
名
参
加

◇期日：

５月１２日(火)

宝登山神社と山頂

の散策

◇参加費：

5,500円

申込み締切

４月３０日(木)
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

秩父長瀞宝登山
ほ ど さ ん

《歩こうかい部》

（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◇
日

時

令
和
２
年
４
月
10
日(

金)

午
後
２
時

～

５
時

◇
場

所

季
潤
舎(

日
光
市
清
滝
桜
ヶ
丘
町)

◇
来
賓
祝
辞

◇

議

事

◎

報

告
承
認
事
項

①
2
0
1
9
年
度

活
動
経
過
報
告

②
2
0
1
9
年
度

会
計
決
算
報
告

な
ら
び
に
監
査
結
果
報
告

◎
審
議
事
項

①
2
0
2
0
年
度

活
動
方
針
（
案
）

②
2
0
2
0
年
度

予

算

（
案
）

◎
そ
の
他

◇

懇
親
会

(

事
情
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
有
り
ま
す)

送
迎
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
懇
親
会
出
席
の
た
め
に
も
、

ど
う
ぞ
、
お
仲
間
で
乗
り
合
わ
せ
か
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
飲
酒
運
転
は
厳
禁
で
す
。

2
0
1
9
年
度
の
始
ま
り
に
新
元
号
が
発
表
さ
れ
、

新
た
に
希
望
を
持
っ
た
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
自
然
災
害
が
そ
れ
を
打
ち
砕
い
て
い
っ
た
。
特
に
台
風

19
号
は
関
東
地
方
を
直
撃
し
、
県
内
に
お
い
て
も
西
南
部
の
佐
野
、
足
利
、

栃
木
の
各
市
で
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
又
、
地
震
も
各
地
で
発
生
し
、

暗
い
世
相
の
中
で
の
、
令
和
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る
。

一
方
、
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
総
理
主
催
の
桜
を
見
る
会
、
Ｉ
Ｒ
、
及
び
参

議
院
選
挙
に
お
け
る
説
明
責
任
な
ど
、
国
会
議
員
の
資
質
に
か
か
わ
る
問
題
の
多
発
、

10
月
に
は
消
費
税
増
税
、
そ
し
て
年
金
の
減
額
や
介
護
保
険
の
増
額
な
ど
、
我
々
高

齢
者
に
と
っ
て
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

又
、
国
外
に
目
を
向
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
貿
易
、
対
イ
ラ
ン
や
地

球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
対
応
等
問
題
が
多
く
下
院
で

野
党
と
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
混
迷
を
深
め
て
い
ま
す
．

以
下
に
活
動
方
針
に
照
ら
し
て
年
度
内
の
活
動
経
過
を
報
告
し
ま
す
。

は
じ
め
に

２
０
１
９
年
度
活
動
経
過
報
告

日精会定期総会第49回 日
精
会
た
よ
り

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発
行
責
任
者

薄
井
和
彦

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

１ ８ ６ 名

３ 月 現 在

会 員 状 況

募
集
中

本
部
を
中
心
と
し
た
活
動

定
期
総
会
資
料

各
部
の
活
動
結
果

栃
木
県
退
職
者
連
合(

県
退
連)

と
の
連
携

白梅

紅梅



①
県
退
連
の
活
動
へ
の
参
加

定
期
総
会
・
新
春
の
つ
ど
い
・
バ
ス

ハ
イ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
々
に
、
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
。

②
役
員
の
派
遣

県
退
連
に
幹
事
と
し
て
長
尾
副
会
長

を
派
遣
し
、
全
面
的
に
協
力
す
る
。

①
各
部
の
活
動

さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
に
す
べ
く
、

各
部
の
部
員
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
。

②
旅
行
会

行
事
企
画
部
で
検
討
立
案
し
、
近
間

で
の
実
施
に
向
け
て
い
く
。

③
工
場
見
学
会

県
内
の
工
場
を
探
し
実
施
し
た
い
。

④

忘
年
会
・
新
年
会

行
事
企
画
部
で
立
案
し
、
何
れ
か
を

実
施
し
て
い
く
。

⑤
労
組
と
の
交
流

古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
・
Ｕ
Ａ
Ｃ

Ｊ
労
組
日
光
支
部
の
執
行
部
と
本
部
役

員
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
。

⑥
会
社
と
の
懇
親
会

古
河
電
工
日
光
事
業
所
・
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

日
光
製
造
所
の
幹
部
と
の
懇
親
会
を
開

催
す
る
。

⑦
行
事
企
画
部

部
会
を
開
催
し
、
よ
り
参
加
し
て
も

ら
え
る
企
画
立
案
を
し
て
い
く
。

⑧
会
員
と
の
連
携
強
化

会
員
間
の
連
携
強
化
の
た
め
、
支
部

長
会
議
、
各
部
長
会
議
を
開
催
す
る
。

⑨

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

昨
年
度
、
実
施
予
定
し
た
が
台
風
で

中
止
と
な
っ
た
。

今
年
も
活
動
に
向
け
て
い
く
。

⑩
「
日
精
会
た
よ
り
」
の
発
行

定
期
総
会
資
料
を
含
め
、
発
行
を

予
定
す
る
。
行
事
結
果
、
会
員
の
参

加
状
況
、
近
況
を
伝
え
る

昔
は
「
八
汐
」
を
「
八
入
」
と
書
い

た
。
「
入
」
（
し
お
）
と
は
布
を
染
色

す
る
作
業
の
こ
と
で
「
八
入
」
は
、
何

度
も
染
め
あ
げ
た
美
し
い
色
の
意
味
・
・
・

《
歩
こ
う
か
い
部
》

第
１
回

5
月
12
日
（
火
）

宝
登
山
神
社
と
山
頂
の
散
策

(

１
ペ
ー
ジ
参
照)

第
２
回

日
程
な
ど
は
未
定

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

第
１
回

5
月
20
日
（
水
）

第
２
回

10
月
21
日
（
水
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

第
１
回

5
月
30
日
（
土
）

第
２
回

10
月
3
日
（
土
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

第
１
回

6
月
6
日
（
土
）

第
２
回

9
月
12
日
（
土
）

第
３
回

12
月
5
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

種
々
検
討
中
の
為
未
定

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時
30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

第
１
回

5
月
8
日
（
金
）

第
２
回

11
月
13
日
（
金
）

《
女
性
部
》

日
程
な
ど
詳
細
は
未
定

12
月
入
会

見
目

幸
男

さ
ん

（
遠
地
）

２０２０年(令和2年) ４月 日精会たより №１６８ ２

令

和

二

年

度

活

動

方

針

（

案

）

今
年
度
も
ま
た
、
国
の
内
外
で
重
要
問
題
を
抱
え
大
変

な
年
の
様
相
で
す
。
分
け
て
も
国
内
の
政
治
は
、
現
安
倍

政
権
の
総
理
が
意
の
ま
ま
に
「
森
友
・
加
計
学
園
」
「
桜
を
見
る
会
」
の
私
物
化
疑

惑
、
「
憲
法
改
正
」
「
外
交
関
係
」
「
少
子
高
齢
化
」
「
医
療
・
福
祉
」
ま
た
「
消

費
税
増
税
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
急
落
」
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
な
ど
、
国
政
の
根
本
問
題
が
多
く
、
ま
す
ま
す
国
民
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
の

が
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
各
種
選
挙
で
の
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
「
意
思
を

示
し
貴
重
な
一
票
」
を
投
票
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
一
刻
も
早
く
変
え
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

さ
て
、
９
０
年
近
く
日
光
で
ア
ル
ミ
を
製
造
し
て
き
た
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光
製
造
所

（
旧
古
河
ア
ル
ミ
日
光
工
場
）
が
、
２
０
２
１
年
３
月
末
で
閉
鎖
と
な
る
。
多
く
の

日
精
会
員
に
と
っ
て
「
非
常
に
残
念
な
思
い
」
で
あ
る
。

日
精
会
は
、
高
齢
化
に
伴
い
年
々
会
員
が
減
少
し
て
い
る
が
、
活
動
は
全
般
的
に

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
創
立
五
十
周
年
に
向
け
て
、
役
員
と
会
員
が

日
精
会
活
動
全
般
に
つ
い
て
、
再
認
識
を
す
る
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
卒
直
な
ご
意
見
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

は
じ
め
に

県
退
連
と
の
連
携

本
部
を
中
心
と
し
た
活
動

新
入
会
員
紹
介

各
部
行
事
予
定

玄梅正明さん提供

春
の
訪
れ
を
告
げ
る

3
月
4
日

相
田
修
一
さ
ん

86
歳

(

今
市
北)

3
月
4
日

大
出
文
男
さ
ん

82
歳

(

森
友
・
荊
沢)

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

ご
逝
去

①
県
退
連
の
活
動
へ
の
参
加

定
期
総
会
・
新
春
の
つ
ど
い
・
バ
ス

ハ
イ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
々
に
、
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
。

②
役
員
の
派
遣

県
退
連
に
幹
事
と
し
て
長
尾
副
会
長

を
派
遣
し
、
全
面
的
に
協
力
す
る
。

①
各
部
の
活
動

さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
に
す
べ
く
、

各
部
の
部
員
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
。

②
旅
行
会

行
事
企
画
部
で
検
討
立
案
し
、
近
間

で
の
実
施
に
向
け
て
い
く
。

③
工
場
見
学
会

県
内
の
工
場
を
探
し
実
施
し
た
い
。

④

忘
年
会
・
新
年
会

行
事
企
画
部
で
立
案
し
、
何
れ
か
を

実
施
し
て
い
く
。

⑤
労
組
と
の
交
流

古
河
電
工
労
組
日
光
支
部
・
Ｕ
Ａ
Ｃ

Ｊ
労
組
日
光
支
部
の
執
行
部
と
本
部
役

員
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
。

⑥
会
社
と
の
懇
親
会

古
河
電
工
日
光
事
業
所
・
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

日
光
製
造
所
の
幹
部
と
の
懇
親
会
を
開

催
す
る
。

⑦
行
事
企
画
部

部
会
を
開
催
し
、
よ
り
参
加
し
て
も

ら
え
る
企
画
立
案
を
し
て
い
く
。

⑧
会
員
と
の
連
携
強
化

会
員
間
の
連
携
強
化
の
た
め
、
支
部

長
会
議
、
各
部
長
会
議
を
開
催
す
る
。

⑨

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

昨
年
度
、
実
施
予
定
し
た
が
台
風
で

中
止
と
な
っ
た
。

今
年
も
活
動
に
向
け
て
い
く
。

⑩
「
日
精
会
た
よ
り
」
の
発
行

定
期
総
会
資
料
を
含
め
、
発
行
を

予
定
す
る
。
行
事
結
果
、
会
員
の
参

加
状
況
、
近
況
を
伝
え
る

昔
は
「
八
汐
」
を
「
八
入
」
と
書
い

た
。
「
入
」
（
し
お
）
と
は
布
を
染
色

す
る
作
業
の
こ
と
で
「
八
入
」
は
、
何

度
も
染
め
あ
げ
た
美
し
い
色
の
意
味
・
・
・

《
歩
こ
う
か
い
部
》

第
１
回

5
月
12
日
（
火
）

宝
登
山
神
社
と
山
頂
の
散
策

(

１
ペ
ー
ジ
参
照)

第
２
回

日
程
な
ど
は
未
定

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

第
１
回

5
月
20
日
（
水
）

第
２
回

10
月
21
日
（
水
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

第
１
回

5
月
30
日
（
土
）

第
２
回

10
月
3
日
（
土
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

９
時
30
分
集
合

参
加
費
１
０
０
０
円

第
１
回

6
月
6
日
（
土
）

第
２
回

9
月
12
日
（
土
）

第
３
回

12
月
5
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

種
々
検
討
中
の
為
未
定

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時
30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

第
１
回

5
月
8
日
（
金
）

第
２
回

11
月
13
日
（
金
）

《
女
性
部
》

日
程
な
ど
詳
細
は
未
定

12
月
入
会

見
目

幸
男

さ
ん

（
遠
地
）

２０２０年(令和2年) ４月 日精会たより №１６８ ２

令

和

二

年

度

活

動

方

針

（

案

）

今
年
度
も
ま
た
、
国
の
内
外
で
重
要
問
題
を
抱
え
大
変

な
年
の
様
相
で
す
。
分
け
て
も
国
内
の
政
治
は
、
現
安
倍

政
権
の
総
理
が
意
の
ま
ま
に
「
森
友
・
加
計
学
園
」
「
桜
を
見
る
会
」
の
私
物
化
疑

惑
、
「
憲
法
改
正
」
「
外
交
関
係
」
「
少
子
高
齢
化
」
「
医
療
・
福
祉
」
ま
た
「
消

費
税
増
税
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
急
落
」
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
な
ど
、
国
政
の
根
本
問
題
が
多
く
、
ま
す
ま
す
国
民
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
の

が
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
各
種
選
挙
で
の
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
「
意
思
を

示
し
貴
重
な
一
票
」
を
投
票
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
一
刻
も
早
く
変
え
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

さ
て
、
９
０
年
近
く
日
光
で
ア
ル
ミ
を
製
造
し
て
き
た
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光
製
造
所

（
旧
古
河
ア
ル
ミ
日
光
工
場
）
が
、
２
０
２
１
年
３
月
末
で
閉
鎖
と
な
る
。
多
く
の

日
精
会
員
に
と
っ
て
「
非
常
に
残
念
な
思
い
」
で
あ
る
。

日
精
会
は
、
高
齢
化
に
伴
い
年
々
会
員
が
減
少
し
て
い
る
が
、
活
動
は
全
般
的
に

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
創
立
五
十
周
年
に
向
け
て
、
役
員
と
会
員
が

日
精
会
活
動
全
般
に
つ
い
て
、
再
認
識
を
す
る
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
卒
直
な
ご
意
見
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

は
じ
め
に

県
退
連
と
の
連
携

本
部
を
中
心
と
し
た
活
動

新
入
会
員
紹
介

各
部
行
事
予
定

玄梅正明さん提供

春
の
訪
れ
を
告
げ
る

3
月
4
日

相
田
修
一
さ
ん

86
歳

(

今
市
北)

3
月
4
日

大
出
文
男
さ
ん

82
歳

(

森
友
・
荊
沢)

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

ご
逝
去


